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BdMVの場合にはヒャクユチソウ， ゴボウに対して行ない， CMVは N.glutinosa， 





















ゴボウ，Arctium laρa L.; ヤグルマギ!l. Centaurea cyanus L.; ヒャクニチソウ，
Zinnia elegans L. 
非感染植物
2 
エゾギク，Callisteρhus chinensis Nees; シュンギク.Chrysanthemum coronarium 
L.;コギク.Chrysanthemum sp.;ダリヤ.Dahlia sp.;チシャ.Lactuca sativa L.; 
キュウリ ，Cucumis sativus L.;ベポカボチャ，Cucurbita teρo L.; シロパナヨウシュ
チョウセンアサガオ.Datura stramonium L.; Nicotiana glutinosa L.; N. rustica L. ; 
N. tabacum L. (Samsun， White Burley); トマト .Lycoρersicon esculentum Mi1l.; 
フダンソウ，Beta vulgaris L. var. cicla (L.) Mog.; ChenoJうodiumamaranticolor Coste 
& Reyn.;ホウレンソウ.Stinacia oleracea L.; Crotalaria stectabilis Roth;インゲ
';/. Phaseolus vulgaris L. ;エンドウ，Pisum sativum L. ;ソラマメ .Vicia faba 1. ;カ
プ.Brassica raρa L.;ダイコン，Raρhanus sativus 1. ;ツルナ，Tetrag，側 iaextansa L. 
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第 2表 ゴボウから分離された CMV(Bd-lA株〉の寄生性
全身感染植物
ゴボウ.Arctium laρ'pa L. (L: NR， S: m) ;シュンギク，Chrysanthemum coronarium 
L. (S: lat);チシャ.Lactuca sativa L. (S: m);キュウ リ，Cucumis sativus L. (S: m); 
ベポカボチャ，Cucurbitaρeρo L. (S: M);ヘチ...， Luffa cylindrica Roem. (L: cs， S: 
M);トマト，Lycoρersicon esculontum Mill. (S: m); Nicotiana glutinosa L. (S: m) ; 
N. rustica L. (S : m); タパコ，N. tabacum L. (Samsun) (S: m)， (White Burley) 
(S: m);ベチュニア，Petunia hybrida Vilm. (S: m);センニチコウ，GomPhrena 
globosa L. (L: NS， S: lat?);エンドウ.Pisum sativum L. (L: NS， S: N);ゴマ，
Sosamum indicum L. (L: NS， S: N); ホウレγソウ， Sρinaciaoloracea L. (S: m， 
stu);ツルナ，Tetragonia exρansa L. (L: ns， S: m) 
局部感染植物
スイカ，Citrullus vulgaris Schrad. (L: cs-ns); セイヨウカボチャ，Cucurbita maxima 
Dcne. (L: cs);エホンカボチャ， C. moschata Dcne. (L: cs);ユウガオ，Lagonaria 
leucantha Rosby (L: lat);ソラマメ，Vicia faba L. (L: NS);ササゲ，Vigna sesqui-
ρedalis Fruwirth (L: NS); ヵプ，Brassica raρa L. (L: lat);ダイ コン，Raρhanus 
sativus L. (L:訟の;トウモロコシ.Zea mays L. (L: cs); Chenopodium araranticolor 
Coste & Reyn. (L: NS) 
非感受性植物
Crotalaria sρectabilis Roth;ダイズ，Glycino max MerrilL ;インゲン，Phaseolus vul-
garis L.;、ンロウリ ，Cucumis melo L. var. conomon Makino 
L:局部病斑 S:全身病徴 M:モザイク (小文字は軽い病徴を示す.以下同じ)，N:えそ
























接 種 吸 汁 時 間
実験
10分 20分 30分 1時間 4時間
1 0/ 6吻 3/ 6 5/ 6 2/ 6 4/ 6 5/ 6 
2 0/6 0/ 6 1/6 3/ 6 1/ 6 0/ 6 
3 0/ 6 1/ 6 1/6 6/6 5/ 6 4/ 6 











獲 得 吸 汁 時 間
実験
5分 4時間初分 1時間 24時間
1 0/ 6・ 0/ 6 0/ 6 0/ 6 0/ 6 6/ 6 
2 0/ 6 0/ 6 1/6 2/6 5/ 6 4/ 6 
3 0/ 6 0/ 6 0/ 6 3/ 6 5/ 6 6/6 










伝 搬 能 力 保 持 期 間
0分 30分 1時間 3時間 5時間 12時間 24時間
1 6/6事 6/6 6/6 5/6 5/6 5/6 1/6 
2 5/6 6/6 5/6 3/6 3/6 3/6 3/6 
3 6/6 6/6 6/6 6/6 6/6 4/6 4/6 
0.5日 1日 1.5日 2日 3日 4日 5日
4 3/6 2/6 0/6 1*本/6 0/6 
5 6/6 3/6 0/6 0/6 
6 5/6 5/6 3/6 0/6 0/6 0/6 0/6 
ゴボウ幼苗1本当りアプラムシ5匹〔実験4では3匹)を使用.
実験 1~3 ではアプラムシを病植物上で 2 日間飼育.所定時間絶食させ健全商に移して 1 日放
飼接種.






BdMV伝搬能力保持期聞は1.5ー 2日とみられた. また，少なくとも 5時間以内では 30
分ごとに新しい苗に移しかえを行なっても伝搬力を失なわないことがわかった.








1 2 3 4 5 6 7 24 
l 2/6* 2/6 2/6 4/6 3/6 4/6 










7表に実験結果を示す. CMV (Bd・1A)の耐熱性は6か-650C 10分，希釈限度は10-9ー
第 7表 ゴボウから分離された CMV(Sd-1A株〉およびゴポ
ウ・モザイク・ウィルス(BdMV)の物理性
CMV (Bd・1A)
耐 熱 性 室温 50.C 55.C 
>3∞・ 125.0 69.0 
希釈限度 10-1 10-2 10→ 
>3∞ 76.3 6.3 












































Bd-lA に感染したゴボウ， N. glutinosa，タパコ，キュウリなどを用い DN法(ホルマ
リン固定前処理を行なう〉によって電子顕微鏡観察したところ，いずれの病植物からも第
E図版， B に示すような球状粒子が検出された，粒子の直径は約 30mμ と測定された.
BdMVに感染したゴボウ，ヒャクユチソウ， ヤグルマギクから作成した DN法試料に








































Bd-F 粒子は屈曲が多く長い粒子で長さ約1. 7~1. 8μ 前後のものが多い(第E図版， E). 
粒子直径は約 10mμ と測定された.DN法試料では粒子のらせん構造を推測させるあらい
横縞が観察される.
これまでに Bd-Fが検出されたゴボウ標本は前項の Bd-Rと同じく， いずれも黄斑症状
でBdMVとの混合感染株とみられ， Bd-F単独感染の標本はまだ得られていない， Bd-F 
粒子が検出されるゴボウにゴボウヒゲナガアブラムシを 5 時間~24 時開放飼したのち，
健全ゴボウ苗に移して 1~2 日間吸汁させて伝搬の有無を調べた. BdMVによる黄斑病
徴は接種後約 10 日で 11 本の苗の 10本に発現し，約2~2.5 月後の電顕観察では 11 本中
5本に Bd-F粒子の存在が確かめられた. しかし Bd-Fの単独分離には成功しなかった.
考 察








































モザイク ・ウイルス (cucumbermosaic virus， CMV)，ゴボウ ・モザイク ・ウイルス


















4. Bd-Fは径約 10mμ，長さ約L700mμ の屈曲した長いひも状粒子.ゴボウヒゲナガ
アプラムシにより"BdMVと同時にゴボウからゴボウに伝搬された.
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第 E図版 ゴボウに発生する 4種のウィルスおよびウィルス様粒子の電子顕微鏡写真
A) BdMV粒子. ヒャクニチソウ病植物を用いた DN法試料.粒子直径は約 30mμ.
黒線の長さは 100mμ.
B) Bd-1A (CMV) 粒子 • N. glutinosa病植物を用いた DN法試料(ホルマリン岡
定前処理したもの).粒子直径は約 30mμ.黒線の長さは 100mμ. 




第 E図版 畑で採集したゴボウ葉の飾部細胞に見られる Bd-R粒子の集団.黒線の長
さは 1fl.W:細胞壁 m:ミトコンドリア.V:液胞.
A)粒子は層状配列または渦巻状配列となり細胞内に充満している.
B)粒子は細胞質内で羽毛状に交錯して配列.
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